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地  域  再  生  計  画 

 

１ 地域再生計画の名称 

    自然と調和した生活・産業・観光・交流拠点の有機的な連携による 

    まちづくり 

 

２ 地域再生計画の作成主体名称 

    佐賀県、唐津市 

 

３ 地域再生計画の区域 

    唐津市の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

 

４－１  地域の現況 

唐津市は東アジア諸国に近い玄界灘に面する佐賀県北部に位置し、東

は福岡県、西は長崎県に隣接する。美しく変化に富んだ自然と大陸との交

流の歴史を背景に、農林水産業や伝統文化が育ち、多くの観光資源を有す

る都市として発展してきた。近年は、本市の骨格を形成する福岡都市圏お

よび佐賀都市圏との交流・連携を促進するため、西九州自動車道や佐賀唐

津道路の整備が進められているほか、唐津港を再整備し東アジア諸国と

の交流を強化するなど、西九州の拠点都市としての機能が期待されてい

る。 

本市の基幹産業である農業は、中央部を貫流する松浦川流域と東部に

位置する玉島川流域の平野部や、標高 200ｍ内外の丘陵の台地が連なる

北西部などで広く営まれており、地域特性を生かした営農は、稲作中心で

ある平坦地の下場地域と畑作中心である丘陵地帯の上場地域とに大別さ

れる。気候が比較的温暖であることから、米、麦、ハウスみかん、デコポ

ン、施設野菜（イチゴ、小葱、きゅうり等）を組み合わせた複合経営が盛

んに行われているほか、畜産では、上場地域で繁殖仔牛・肥育牛が放牧さ

れており、「佐賀牛」としてのブランド化を目指している。 

また、水産業も主要産業の一つであり、市内に 24 の漁港を有し、玄界

灘という好漁場に恵まれていることから、タイ、イカ、アジ、サバ等を対

象に、底引き網、定置網漁業等が営まれているとともに、唐津港は大中型

施網漁業によるアジ類、サバ類の水揚げ基地であることから、水産関係企
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業が集積し、水産加工団地を形成している。水揚げされた新鮮な漁獲物は、

そのまま市内の飲食店や宿泊施設等に卸されるほか特産品として水産加

工され広く流通し、本市の観光業や小売業を支えていることから、地域経

済にとって大きな役割を果たしている。 

しかし核となる大きな企業や工場が少なく、若者の流出や近年の少子

高齢化の進展により、市町村合併直後の平成 17 年の人口は 131,116 人で

あったが平成27年の想定人口は 122,089 人となり、10 年間で 9,027 人減

少することとなる。 

 

４－２ 取組の背景 

本市の総面積の 53％を占める山林については、木材生産を目的とした

経済林の育成と共に、災害防止などの国土保全、水源涵養、保健機能、さ

らには二酸化炭素吸収による地球温暖化防止など公益的機能を高めるた

め、森林整備を目的とした林業を推進している。 

観光産業は本市の主要産業であり、観光交流の受け入れ側である市民

のおもてなしの心の醸成や地域交通の安全性の確保などを推進し、市民

協働で取組んでいくことで地域資源を生かした豊で魅力ある観光産業の

振興と自然環境の調和による観光産業の発展によって観光客の増加を図

っている。 

このような主要産業については、地域に点在し、広域交通網である国県

道と市道によって集落が結ばれている。市道については全長約 1,400ｋｍ

で、広域交通網から観光地へのアクセス道であるとともに、地域住民の生

活道路としても利用されている。また、林道については、県道や市道へア

クセスし、山間部の広域的ネットワークにより木材の搬出ルートの確保

や間伐等に利用されている。 

しかし市道は、狭小箇所や袋小路道路、視距の確保が困難な場所や路面

の凹凸などにより、観光客のみならず、地域住民の安全な通行にも支障を

きたす箇所が多く見られるとともに、林道未整備の地域では、木材価格の

低迷のなかで間伐材搬出経費など作業の低コスト化が図れず、間伐整備

等の遅れによる森林の公益的機能の低下が課題となっている。 

また、近年では住宅地の都市化の進行や、農漁村部の生活様式の変化に

伴う雑排水等により、本市を取り巻く生活環境の悪化も懸念されている

ため、下水道を整備し水環境の保全を行なうことが必要である。 

 

４－３ 計画の目標 

このため、地域再生基盤強化交付金（道整備交付金）を活用した道路整
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備事業を実施することで、観光施設へのアクセス改善と、安心安全な道づ

くりをおこなうことにより、観光客の満足度向上のみならず、周辺農林水

産物の販路確保や地域住民の利便性の向上を図る。 

また、汚水処理の取組として本市では昭和 53 年度から市の中心部 や

市街地で公共下水道事業を、平成元年度から離島や住宅がある程度密集

している地区で農漁業集落排水事業、他の中山間地域では平成15年度か

ら浄化槽市町村整備推進事業を実施しているが、更なる生活環境の向上

を目指し、汚水処理施設の整備を一層推進する。 

このように道路と汚水処理施設を整備することにより、海から山まで

の各拠点の有機的な連携を実現し、安全安心な歩行者空間の確保と生活

環境の改善による住みやすいまちづくりを実践し、農産物の生産向上等

による産業振興や観光交流による地域活性化を目指す。 

 

こうした課題への取組として、 

 

 （目標１）アクセス改善 

地域資源を活用した観光地等へのアクセス改善や通行の安全性の確保の

ため道路拡幅、狭小区間の８箇所解消を図る。 

０箇所（基準値：Ｈ２５年度末） 

→ ２箇所（中間目標値：Ｈ２９年度末） 

→ ８箇所（計画目標値：Ｈ３３年度末） 

 

 （目標２）観光客の増加 

観光客の通行が快適となるように安全性と快適性を向上させ、リピータ

ーの確保を図ることで観光客のさらなる増加を目指す。 

７，３９０，５００人（基準値：Ｈ２５年度末） 

→ ７，４２０，０００人（中間目標値：Ｈ２９年度末） 

→ ７，４７０，０００人（計画目標値：Ｈ３３年度末） 

 

 （目標３）林道整備による搬出間伐面積の向上 

１１７ha（基準値：Ｈ２５年度末） 

→ １２４ha（中間目標値：Ｈ２９年度末） 

→ １３０ha（計画目標値：Ｈ３３年度末） 

 

 （目標４）汚水処理施設の整備の促進 

汚水処理人口普及率 ８５．７%（基準値：Ｈ２５年度末） 
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→ ９１．０%（中間目標値：Ｈ２９年度末） 

→ ９３．３%（計画目標値：Ｈ３１年度末） 

 

 （目標５）農産物（農産、野菜、果樹等）生産量の向上 

農産物販売高 １４，５８９百万円（基準値：Ｈ２５年度末） 

→ １５，１７２百万円（中間目標値：Ｈ２９年度末） 

→ １５，４６４百万円（計画目標値：Ｈ３１年度末） 

 

 （目標６）道路ネットワーク確保のための老朽化対策の推進 

   搬出間伐や生活道として利用される林道橋梁の安全性の確保のため、林

道保全対策を２橋行い、保全対策推進率の向上を図る。 

０％（基準値：Ｈ２６年度末） 

    → ５％（中間目標値：Ｈ２９年度末） 

    →１０％（計画目標値：Ｈ３１年度末） 

 

 （目標７）東部地区駅周辺の人口増加による定住人口の確保 

本計画地の東の玄関口である浜崎駅周辺地区（浜崎、横田、大江地区）を

地域交流核として位置づけ、交通の利便性を確保することで、定住人口の

増加を図る。 

７，４６６人（基準値：Ｈ２５年度末） 

→ ７，６６６人（中間目標値：Ｈ２９年度末） 

→ ７，９６６人（計画目標値：Ｈ３３年度末） 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

 （１）道整備交付金 

     唐津市は、北西から南東にかけて海（水産）、台地（畑）、居住地（市

街地）、川（田園）、山（森林）の資源があり、また 9 市町村の合併に

より 1 つの中心拠点と 8 つの生活拠点が形成されている。これらの拠点

をつなぐように、唐の津風景街道の重要ルート（通称８の字ルート）を

設定し、このルート周辺には多数の自然と調和した観光資源が点在し

ている。市道・林道の一体的な整備により、海から山までの各拠点の有

機的な連携を実現し、安全安心な歩行者空間の確保及び産業振興や観

光交流による地域活性を図る。 

平成 25 年度の観光入込客数は約７３９万人であったが、さらなる観

光交流人口の拡大を図るため、西九州自動車道や佐賀唐津道路などの広
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域交通網を活用した都市間交流や地域間連携を促進する市道・林道の

整備により、地域と地域を結ぶ観光ネットワークを構築する。 

（２）汚水処理施設整備交付金 

肥前町星賀地区においては、平成 26 年度に農業集落排水施設事業を着

手し、全体計画 10.8ha について平成 29 年度の完成を目指し整備を進め

ていく。 

また、唐津市全域の公共下水道及び農漁業集落排水等の集合処理施設

の計画区域外においては、市町村設置型浄化槽での整備を行うとともに、

唐津市の一部（厳木町及び相知町並びに肥前町高串地区の一部）におい

ては個人設置型浄化槽による汚水処理を推進する。 

これにより、海と緑に囲まれた光あふれる海岸地区と自然豊かな中山

間地区において、美しい環境づくりと豊かに快適に暮らせるために、農

産物の増産による販売高の向上に取り組む。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

 （１）道整備交付金【Ａ３００１】 

対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続きを完了している。 

なお、整備箇所等については、別添の整備箇所を示した図面による。 

・市道 道路法に規定する市道に認定済み。 ( )内は認定年月日。 

滝川桑原杉山線 （昭和４５年１２月２５日） 

丸田線 （昭和５７年６月２５日） 

虹の松原宇木線 （昭和３５年４月１日） 

北牟田川添線 （平成元年３月３１日） 

浜崎駅南北線 （平成２９年３月２７日） 

浜崎駅南口線 （平成２９年３月２７日） 

浜崎駅北口線 （平成２９年３月２７日） 

・林道 森林法による「佐賀西部地域森林計画」（平成２５年度策定）に

掲載済 

向野線 

佐賀北部線（保全対策） 

 

[施設の種類］    ［事業主体] 

    ・市道        唐津市 

    ・林道        唐津市 

［事業区域］ 

    ・唐津市 
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[事業期間]  

・市道（平成２７年度～平成３３年度）  

・林道（平成２７年度～平成３３年度） 

[整備量及び事業費] 

    ・市道１．８１ｋｍ 

・林道１．００ｋｍ 

林道の保全対策（保全整備）１路線０．０８ｋｍ 

    ・総事業費 ２，２４４，５２２千円（うち交付金１，１２２，２６１

千円） 

       市道  １，９２６，０２２千円（うち交付金９６３，０１１千円） 

        林道  ３１８，５００千円（うち交付金１５９，２５０千円） 

        うち林道の保全対策 68,500 千円（うち交付金 34,250 千円） 

 （２）汚水処理施設整備交付金【Ａ３００２】 

農業集落排水施設・・・平成２６年４月２２日に事業計画の承認 

 

［事業主体］ 

    ・唐津市 

［施設の種類］ 

    ・農業集落排水施設 

    ・市町村設置型浄化槽 

    ・個人設置型浄化槽 

［事業区域］ 

    ・農業集落排水施設・・・ 唐津市肥前町星賀地区  

    ・市町村設置型浄化槽 ・・ 唐津市の全域（ただし、公共下水道及び農

漁業集落排水等の集合処理施設の計画区域を除く） 

    ・個人設置型浄化槽・・・ 唐津市の一部（厳木町及び相知町並びに肥前

町高串地区の一部） 

［事業期間］  

    ・農業集落排水施設   平成２７年度～平成２９年度 

    ・市町村設置型浄化槽  平成２７年度～平成３１年度 

    ・個人設置型浄化槽   平成２７年度～平成３１年度 

［整備量］ 

    ・農業集落排水施設   終末処理場  １式 

                汚水管渠φ１５０㎜ Ｌ＝３，３００ｍ 

    （単独事業           φ１５０㎜ Ｌ＝  ４４０ｍ） 

    ・浄化槽          ６２５基 
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    （うち、市町村設置型：６００基、個人設置型：２５基） 

     なお、各施設による新規の処理人口は下記のとおり。 

    ・農業集落排水施設・・唐津市肥前町星賀地区で３５７人 

    ・浄化槽・・唐津市全域（公共下水道整備区域、農・漁業集落排水整備 

     区域、及び既設浄化槽整備区域を除く）で６２３人 

［事業費］ 

    農業集落排水施設 

     事業費  ４２９，０００千円(うち、交付金２１４，５００千円) 

     単独事業費 ５５，０００千円 

    市町村設置型浄化槽 

     事業費  ６０３，４６０千円(うち、交付金２０１，１５３千円) 

     単独事業費１３３，９８０千円 

    個人設置型浄化槽 

     事業費    ９，９８０千円(うち、交付金  ３，３２５千円) 

    合計 

      事業費１，０４２，４４０千円(うち、交付金４１８，９７８千円) 

      単独事業費１８８，９８０千円 

 

５－３ その他の事業 

５－３－１ 地域再生基本方針に基づく支援措置 

      該当無し 

 

５－３－２ 支援措置によらない独自の取組 

   （１）唐津市交通ユニバーサルデザイン化事業 

     内  容 唐津市総合計画のまちづくり７つの基本に掲げる「快適居住

空間形成と少子高齢社会に対応する優しさと温かさのある

安全・安心のまちづくり」をめざし、重点的かつ一体的にバ

リアフリー化を図るべき、唐津駅周辺地区及び東唐津駅周辺

地区の２地区について、生活関連施設相互間を結ぶ生活関連

経路の整備を計画的に行い、障害者や高齢者を含め、みんな

が「出やすいまち」、「歩きやすいまち」、「安心して移動でき

るまち」を目指す。 

     実施主体 唐津市 

     実施期間 平成２７年４月～平成３３年３月 

   （２）交通安全合同点検事業 

     内  容 地域が一体となって交通安全の推進に取り組むため、小学
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校の通学路の関係団体による合同点検を毎年実施し、各団

体で必要な措置を講じることにより、子どもたちの安全を

守る。 

     実施主体 唐津市 

     実施期間 平成２７年４月～平成３４年３月 

 

   （３）森林整備促進事業 

     内  容 森林組合等が行う除間伐施業経費の助成など、森林所有者や

林業従事者への支援事業を行うとともに、森林整備を促進し、

森林の適正管理と公益的機能の向上を図る。 

実施主体 唐津市 

 

実施期間 平成２７年４月～平成３４年３月 

 

   （４）公共下水道事業（社会資本整備総合交付金分） 

     内  容 市街地を中心とした区域での下水道整備事業を計画的に

行い、生活環境の確保、水質保全等を図る。 

     実施主体 唐津市 

     実施期間 平成２７年４月～平成３４年３月 

 

６ 計画期間 

平成２７年度～３３年度 

 

７ 目標達成状況に係る評価に関する事項 

 

７－１ 目標の達成状況に係る評価の手法 

４に示す地域再生計画の目標については、計画期間の中間年度及び計画年

度終了後に佐賀県・唐津市が必要な事業の進捗調査を行い、速やかに状況を

把握する。 

定量的な目標に関わる基礎データは、佐賀県・唐津市の造林事業等実績及

び唐津市の汚水整備状況並びにＪＡからつの農産物販売実績データを用いる。 

中間評価、事後評価の際には、佐賀県及び唐津市並びにＪＡからつの調査

からデータの集計を行うこと等により、事業進捗状況や総合的な評価を行う。 
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７－２ 目標の達成状況に係る評価の時期及び評価を行う内容 

 Ｈ２５年度 

（基準年度） 

Ｈ２９年度 

（中間年度） 

最終年度 

目標１ 

 アクセス改善 ０箇所 ２箇所 ８箇所 

目標２ 

 観光客の増加 7,390,500 人 7,420,000 人 7,470,000 人 

目標３ 

 搬出間伐面積 １１７ha １２４ha １３０ha 

目標４ 

 汚水処理人口普及率 ８５．７％ ９１．０％ ９３．３％ 

目標５ 

 農産物販売高 

百万円 

１４，５８９ 

百万円 

１５，１７２ 

百万円 

１５，４６４ 

目標６ 

 保全対策推進率 

 

０％ 

 

５％ 

 

１０％ 

目標７ 

 東部駅周辺人口増加 ７，４６６人 ７，６６６人 ７，９６６人 

※目標６の基準年度のみＨ２６年度 

 

（指標とする数値の収集方法） 

項  目 収 集 方 法 

アクセス改善 唐津市の道路改良事業の実績より 

観光客の増加 唐津市の観光動態調査より 

搬出間伐面積 佐賀県・唐津市の造林業事業等の事業実績より 

汚水処理人口普及率 唐津市の毎年のデータ汚水整備状況より 

農産物販売高 ＪＡからつの毎年のデータ販売実績より 

保全対策推進率 唐津市農地林務課職員で独自調査 

東部駅周辺人口増加 唐津市の町別人口調査より 

  ・目標の達成状況以外の評価を行う内容 

   １．事業の進捗状況 

   ２．総合的な評価や今後の方針 

 

 ７－３ 目標の達成状況に係る評価の公表の手法 

   ４に示す地域再生計画の目標の達成状況を始め中間評価及び事後評価の内

容を、速やかにインターネット（唐津市のホームページ）等により公表する。 


